



(大阪地判平成 23 年 11 月 28 日判タ 1373 号 250 頁)












行き車線第 2 通行帯を西から東に向かい普通貨物自動車を運転して時速約 50 キ
ロメートルで進行してきた甲をして，Xとの衝突回避のため急制動の措置を講
じながら左転把させ，さらに，折から東行き車線第 1通行帯を甲車の左後方から

























































り，さらに第 1 通行帯を時速約 60 キロメートルで走行してきた乙車が甲車との
衝突を避けようとして左にハンドルを切って歩道上に乗り上げ，同所にいた被害
者 2 名と衝突していずれも死亡させたという事案である。
本件においては，① X の予見可能性，② X の行為と結果との間の因果関係，
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③重過失の意義の 3点が問題とされているので，それらについて順次検討する。
2 予見可能性について



























1 ) 札幌高判昭和 51 年 3 月 18 日高刑集 29 巻 1 号 78 頁。
2 ) 最決平成元年 3月 14 日刑集 43巻 3 号 262 頁。
↗
3 ) 大塚裕史「『結果』の予見可能性」岡山大学法学会雑誌 49 巻 3=4 号 (2000) 730 頁，
川端博「判批」法学セミナー 421 号 (1990) 98 頁，北川佳世子「判批」西田典之ほか
編『刑法判例百選Ⅰ総論』(第 6版，2008，有斐閣) 105 頁，佐伯仁志「判批」判例セ

































ど。なお，原判決に対する評釈として，内田文昭「判批」判例タイムズ 616 号 (1986)
21 頁も参照。
↘
4 ) 安廣文夫「判解」ジュリスト 941 号 (1989) 100 頁，前田雅英「法定的符合説と過失
の予見可能性」法学セミナー 421 号 (1990) 60 頁など。
5 ) 最決平成 21 年 12 月 7 日刑集 63巻 11 号 2641 頁。
6 ) 最決平成 12 年 12 月 20 日刑集 54巻 9号 1095 頁。
7 ) 山口厚『刑法総論』(第 2版，2007，有斐閣) 235 頁。































8 ) 前田雅英『刑法総論講義』(第 5版，2011，東京大学出版会) 315 頁。
9 ) たとえば，日航機ニアミス事件最高裁決定 (最決平成 22 年 10 月 26 日刑集 64巻 7 号
1019頁) など参照。









































11) 最決昭和 42 年 10 月 24 日刑集 21巻 8 号 1116 頁。
12) 最決平成 2年 11 月 20 日刑集 44巻 8 号 837 頁。
13) 最決平成 4年 12 月 17 日刑集 46巻 9号 683 頁。
14) 山口・前掲注 (7) 60 頁参照。
15) 高橋則夫『刑法総論』(第 2版，2013，成文堂) 134 頁。
16) 前掲注 (13) 最決平成 4年 12 月 17 日。
17) 最決平成 16 年 10 月 19日刑集 58巻 7 号 645 頁。
18) 最決平成 18 年 3 月 27 日刑集 60巻 3 号 382 頁。
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( 3 ) 夜間潜水訓練事件
夜間潜水訓練事件の概要は，以下の通りである。スキューバダイビングの潜水
指導者である被告人 Xは，夜間，まだ経験のきわめて浅い指導補助者 3 名を指
揮しながら，被害者 Aを含む 6 名の受講生に対して夜間潜水の講習指導を行っ
たが，受講生らが自分についてくると考え，指導補助者らにも特別の指示を与え



















( 4 ) 高速道路停車事件
高速道路停車事件の概要は，以下の通りである。被告人 Xは，知人女性を助
手席に乗せ，普通乗用自動車を運転して，高速道路 (片側 3 車線) を走行してい
たが，大型トレーラーを運転していたAの運転態度に立腹し，A車を停止させ
てAに文句を言い，自分や同乗女性に謝罪させようと考え，Aに停止するよう












た。そのころ，本件現場付近道路の第 3通行帯を進行していた B車及び C車は，
A車を避けようとして第 2 通行帯に車線変更したが，C車が B車に追突したた













































































( 5 ) トランク監禁致死事件
トランク監禁致死事件の概要は，以下の通りである。被告人 X は，共犯者 2
名と共謀の上，午前 3 時 40 分頃，普通乗用自動車後部のトランク内に被害者 A
20) 深町・前掲注 (19) 80 頁。





解」『最高裁判所判例解説刑事篇 (平成 16 年度)』(2007，法曹会) 487-488 頁)。





























































































度 (時速 30 キロメートル程度)，2 人乗り，信号無視，歩道上・横断歩道上の安全









――」日沖憲郎博士還暦祝賀『過失犯 (2) 具体的問題』(1966，有斐閣) 411 頁以下，
福山道義「業務上過失と重過失」阿部純二ほか編『刑法基本講座 (2)』(1994，法学書
院) 205 頁以下，平野潔「『重大な過失』について (1)」弘前大学人文社会論叢社会科
学篇 21 号 (2009) 161 頁以下など。
26) 最判昭和 42 年 5 月 25 日刑集 21巻 4 号 584 頁。
27) 山口・前掲注 (7) 227 頁。
28) 山口厚『刑法各論』(第 2版，2010，有斐閣) 66 頁。
29) 渡辺咲子「自転車の事故と刑事上・民事上の問題」警察公論 59 巻 11 号 (2004) 56 頁。













なお，本件では Xが禁錮 2 年の実刑に処せられているが，自転車の運転によ
り人を死亡させた重過失致死被告事件において実刑判決が言い渡されるのは稀な










掲注 (30) 135 頁以下で検討した。
32) 匿名解説・判例タイムズ 1373 号 (2012) 250-251 頁。
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